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毎 年 こ の 時 期 に な る と 、周 南 市 八 代 に ナ ベ ツ ル が 渡 来 し 、冬 の 訪 れ を 感 じ さ

せ て く れ ま す 。八 代 の ナ ベ ツ ル は 県 鳥 で あ り 、渡 来 地 と と も に 国 の 特 別 天 然 記

念 物 に 指 定 さ れ て い ま す 。観 光 で 多 く の 人 が 訪 れ る 秋 吉 台・秋 芳 洞 も 特 別 天 然

記 念 物 で す 。  

天 然 記 念 物 と 聞 く と 、珍 し い 自 然 の も の だ け と 思 い が ち で す が 、実 は 皆 さ ん

の 周 り に も 多 く の 天 然 記 念 物 が あ る こ と を ご 存 じ で し ょ う か 。  

グ ラ フ は 、 国 指 定 天 然 記 念 物 の 都 道 府 県 別 件 数 の 全 国 順 位 を 表 し た も の で 、

山 口 県 は 全 国 １ 位 で す 。  

山 口 県 に 天 然 記 念 物 が 多 い の は 、ゲ ン ジ ボ タ ル や エ ヒ メ ア ヤ メ な ど の 動 植 物 、

日 本 海 の 荒 波 を 受 け た 断 崖・絶 壁・洞 門 な ど 多 様 な 地 形 や 雄 大 な カ ル ス ト 台 地

な ど 、 自 然 が 豊 か で あ る こ と が あ げ ら れ ま す 。  

し か し 、何 よ り 大 き い の は 、地 域 の 人 々 の 自 然 を 守 ろ う と す る 心 か も し れ ま

せ ん 。  

天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い る も の の 多 く は 、イ チ ョ ウ や ス ギ な ど 珍 し い も の

で は あ り ま せ ん 。け れ ど も 、長 い 間 大 切 に さ れ て き た こ と で 、イ チ ョ ウ は 全 国

一 高 い「 龍 蔵 寺 の イ チ ョ ウ 」（ 山 口 市 ）、ス ギ は「 平 川 の 大 ス ギ 」（ 同 ）「 大

玉 ス ギ 」 （ 周 南 市 ） に な り ま し た 。  

ま た 、 エ ヒ メ ア ヤ メ （ 下 関 市 、 防 府 市 ） は 、 地 域 の 人 々 が 丈 夫 な 柵 で 囲 み 、

草 刈 り を 行 う な ど 保 護 増 殖 に 努 め て お り 、春 に 青 紫 色 の か れ ん な 花 を 咲 か せ て

い ま す 。  

八 代 の ナ ベ ツ ル も 手 厚 く 保 護 し 、自 発 的 に 狩 猟 を や め た こ と で 、八 代 が 本 州

唯 一 の 渡 来 地 に な っ た と 考 え ら れ て い ま す 。山 口 県 の 天 然 記 念 物 は 、自 然 を 大

切 に 守 ろ う と す る 地 域 の 遺 産 と も 言 え る の で す 。  
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（平成（平成（平成（平成25年年年年4月月月月1日現在）日現在）日現在）日現在）

※文化庁「国指定文化財等データベース」より。

都道府県の定めのないものを除く。
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